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論文審査の要旨

多飲水は統合失調症患者において頻繁に認められ、慢性期の入院患者の 20% 以

上に認められるという報告がある。多飲水による過剰な飲水は低ナトリワム血症を来た

し、水中毒という病態に至ることが知られているが、神経心理学的障害や脳構造変化

に関連があるのかは未だ明らかにされていない。そこで、本研究は統合失調症患者

の多飲水および水中毒が、臨床症状および脳の器質的変化と相関しているかど

うかを明らかにすることを目的とした。

本研究では、 8名の多飲水統合失調症患者(PS) と8名の多飲水の無い統合失調症

患者(NS) および8名の健常者(HC) について、頭部MRI 検査と神経心理検査を施行

した。脳構造画像についてはSPM(Statistical Parametric Mapping)5 を用いてD-Tl 強

調像を撮像し、コンヒ。ュータによる voxel bωed morphometry (VBM: 標準化を用い

た形態計測)で分析し、各群での萎縮の部位、程度の違いを評価した。また、神

経心理検査については、 BACS-J(Brief Assessment of Cognition in Schizophrenia ， 

Japanese version) を用い、統計学的解析は SPSS(Statistical Package for the Social 

Science) にて行った。その結果、PS、NSにおいて、患者背景に有意差は認められなか

ったが、NSと比較してPSでは左島での脳容積減少が認められた。 HCと比較して、PS

では広範な領域での脳容積減少と神経心理学的障害が認められた。

本研究は機能的疾患である多飲水統合失調症症例での器質的な変化を、近年発

達してきたVBM という手法により客観的に評価したものであり、今までになか

った新しい研究である。これらの知見を基に、拡散テンソル法や ιMRI など他

の脳撮像法を用いることにより、障害された神経ネットワークや多飲水の病態

生理を更に解明できる可能性もあり、多飲水統合失調症患者の認知療法的アプ

ローチの研究や臨床への応用に繋がることが期待できる意義深い研究であると

考えられる。よって博士の学位に値すると評価する。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに精神医学分野の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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